
 

    

 

 

はじめに
私たちは、視覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚によって身の回りの情報をとらえ、それらを統合しながら

生活しています。なかでも、視覚（ビジュアル）による情報の取得は群を抜いており、このことは、
「百聞は一見にしかず」ということわざや、アメリカの心理学者であるメラビアンが提唱する法
則（人と人とがコミュニケーションを図る際、言語情報 7％、聴覚情報 38％、視覚情報
55％、という割合で影響を与えている。）にも通じるところがあります。  

こうした私たちの視覚に係る特性をとらえ．学習場面において、視覚的なわかりやすさについて工夫した
り配慮したりすることは、学習者の興味・関心を高めさせるだけでなく，理解を助け思考を活性化させた
り、記憶に長く留めさせたりするうえで、とても大切なことであると考えます。 
そこで、このリーフレットでは、「視覚的なわかりやすさ」をキーワードに、具体的に何をどうすれば誰に

とってもわかりやすいものになり、思考を深めさせるものとなるのかについて探っていきます。 
 

１、「視覚的なわかりやすさ」を生み出す６つの視点 
 
次に示す６つの視点から授業改善を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※何に向かってどんなプロセスを踏むのかを、はじめに示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「見出し」の付け方にも工夫しましょう。               ※各教科等のわくをこえて、共通のカードの使用が望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※パワーポイントなどを使ったスライドを作成する際には、１スライドにつき、１図表。文字は 20文字以内に。                           
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２、「視覚的なわかりやすさ」に配慮した授業の実際 
～特別な教科 道徳『二通の手紙』の授業（中学２年）～ 

 
ここでは、道徳の授業『二通の手紙（２年）』をもとに、「１」で示した６つの視点から、具体的な

授業の姿を探ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      １枚絵にして 

      人物の関係を示す 
     
   右のように、中央に「佐々木」を配置し、 
   「元さん」と「山田」とを対比できる位置に、  

幼い姉弟と高校生くらいの二人組も対比でき  
る位置に配置する。また、「元さん」の話は、  
「佐々木」の思い出の中にある話であること  
を吹き出しによって示す。 
これにより、ひと目で人物関係などをつかませる。            ▲実際の「１枚絵」  

 
 

    
 

                            黄色のフラッシュカードで  
                           本時の授業における 
                           「キーワード」を示す 
 
                         左のようなフラッシュカードを作成

し、黒板の中央に配置。佐々木は、なぜ
「だめだと言ったらだめだ。」と言うのか
を深く考えていくことが、この授業の中心
課題となる。 

 
 
         ※佐々木は、山田に対して、「おまえがかわいそうだと思う気持ちはわかる。」と言いながらも、 

「だめだ。」と強く言う。そこにある佐々木の「真意」をさぐることが、この授業のねらいとなる。 

           
 
     
     思考を助ける「構図」で見せる 
        
 
 

中央のフラッシュカードを境にして、左右に

「入れる」「入れない」と板書し、それぞれの理

由を、「元さん」の思い、自分の思いを確かめな

がら進める。その判断によって届く手紙が、一方

は謝罪と感謝の手紙であり、もう一方は解雇処分

を知らせる手紙であることをつかませる。 

 

『二通の手紙』のあらすじ 
 動物園の入園終了時刻をわずかに数分回ったところにやってきた高校生くらいの２人組の来園者。「ぼく、入れて

あげますよ。」と言う同僚の山田に対して、「だめだと言ったらだめだ。」と入園の許可を出さない佐々木。佐々木

は、山田に、何年か前に動物園の入園係をしていた元さんの話を聞かせる。 

 元さんは、勤勉な働きぶりを評価され、定年後も臨時職員として動物園で働いていた。ある日、入園終了時刻が過

ぎてから幼い姉弟がやってきた。入園時刻を過ぎていることと、さらに、規則では保護者と同伴でないと入園できな

いことになっているが、元さんは事情を察し、二人を入園させてしまう。ところが、閉園時刻を過ぎても姉弟は戻っ

てこない。園内の職員総出で二人の捜索が始まった。二人は遊んでいるところを無事に発見され、事なきを得た。数

日後、元さんのもとに一通の手紙が届く。姉弟の母親から謝罪と感謝の言葉がつづられた手紙であった。その一方

で、元さんは、もう一通の手紙を受け取る。それは、上司から今回の件を受けて解雇処分を知らせる手紙であった。

元さんは、「この年になって初めて考えさせられることばかりです。この二通の手紙のおかげですよ。また、新たな

出発ができそうです。本当にお世話になりました。」と語り、職場を去ったというのだ。 

 佐々木は、今回のようなことがあると、元さんのこの言葉がよみがえってくるのだという。 

 

 

※授業では、「元さん」の葛藤（入れるか、入れないか）について、 

丁寧に扱いたい。 



 
 
 
 
 

   あえて課題を見せない学習プリント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※道徳の授業の「導入」というものは、その授業が終わった後に生徒につぶやかせた 

いことは何であるかを指導者が明確にしたうえで、それとは真逆の内容のつぶや 

きにまつわる経験を、これまでの生活の中から思い返させるようにするとよい。 

今回の場合は、「だめだと言ったらだめだ。」の真逆である「そんな固いこと言わな 

くてもいいじゃないか」という思いをした経験を思い返させたい。これが、この授業のスタートラインとなる。 

  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※道徳の授業における教材文については、指導の効果があがる扱い方を心がけ、 

この後自分ならどう行動するかを考えさせたり、どうなるかを予想させたりする。 

教材文の特質をとらえ、その全てをはじめから見せてしまう必要はない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事前の「板書計画」が 
なにより大切 

 
 
 
 
 
 
                        ▲この授業の「板書計画」 

             
※道徳の授業に限らず、板書は「生徒の思考ボード」のつもりで計画しましょう。 

１時間の授業で黒板１枚となるように普段から心がけ、事前に生徒とも申し合わ 

せておくと、ノートをとりやすくなる。すぐれた板書は、それ自体がよりよいノー 

トづくりの指導にもつながる。 

この授業では、教材文のすべてを見せることはせ

ず、左のように３つに分け、小分けにした①と②を小

出しにして使用する。 

授業の前半では、①を使って、自分ならどうするか

を中心に十分に議論する。 

 授業の後半では、②を使って、「元さん」の気持ちに寄り添い、「元さん」

の心の中を深く探っていく。 

 ③は、授業では使用せず、その代わりに、「佐々木は、元さんにまつわ

る話を聞かせた後、山田に対して何と言ったでしょう。佐々木になったつ

もりで考えましょう。」と示して考えをまとめさせる。 

 

授業で使う学習プリントは、右の例のように、授業の「導入」

で扱う課題のみを示し、授業の「展開」の中で扱う課題は、あえ

て記載せず、見せない。すべてを見てしまうことで、生徒の思考

が、今まさに考え合っている課題を追い越し、次の課題へと勝手

に上滑りしてしまうことを避けるためである。課題は、そのつど

生徒に提示し、生徒によってプリントに書き込ませる。 

 

教材文を「小分け」にして見せる 

何を板書し、何は板書しないか。板書

にどんな言葉を記すか。事前に「板書計

画」を立てておくことがなにより大切。

盛り込みすぎず、シンプルに。見た目に

すっきりとしていることに配慮する。 



３、思考を深める学習シートの活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ▲ベン図            ▲ダイアモンドランキング         ▲座標軸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ▲イラストとふき出し       ▲イメージマップ 
 
 
 

 
４、その他 

①学習環境としての「指導者」 

  目の前の「指導者」は、視覚的な点からだけでなく、様々な  

点からわかりやすさをアップする「学習環境」でありたい。 

②生徒自らによる「図解」のすすめ 

  

 

 

 

 

 

③教室（特に前面）の掲示物への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

目的に合わせて、視覚的なわかりやすさを伴う上記のような 

「学習シート」を活用することで、思考の深まりを促します。 

 

◆この他にも、 
心情曲線、対照表など
の活用が考えられる。 

 

【例題①】 

「琵琶湖は、滋賀県の面積の６分の１である。」 

これをわかりやすく図解しなさい。 

【例題②】 

 「大阪から東京まで新幹線を使うと２時間半。飛

行機を使うと１時間である。」 

  これをわかりやすく図解しなさい。 

【例題③】 

道徳『二通の手紙』を読んで、図解しなさい。 

生徒自身に、簡単な絵・図・記号などを使って

「図解」させることで、思考を整理させ、ものご

とを単純化したり構造的にとらえたりする力を

高めさせる。このことは、日々の学習ノートづく

りの指導にもつながる。 
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日本教育公務員弘済会からの研究奨励助成による研究として 

★別添付録の『教師用 図解力ア 

ップ課題シート』に示す 10の 

課題について、あわせて取り 

組んでみましょう。 

教室内の掲示物、とりわけ「教室の前」の掲示物については、ごちゃご

ちゃとしたものはあえて掲示せず、各教室とも共通の配置にすることで

集中力と安心感を高める。 


